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送
電
線
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
関
連
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
七
年
経
っ
て
も
未
だ
に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
々
が
数
多
く
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
少
な
か
ら
ぬ
方
が
生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
。
ま
た
、
甲
状
腺
が
ん
を
は
じ
め
と

し
た
健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
度
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
原
発
は
で
き
る
限
り
早
く
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
の
政
府
の
姿
勢
は
原
発
再
稼
働
あ
り
き
で
、
原
発
廃
止

に
向
け
て
最
大
限
努
力
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

�

安
倍
政
権
は
原
発
依
存
度
低
減
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
最
大
限
努
力
し
て
い
る
の
か
。

�

安
倍
政
権
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
最
大
限
努
力
し
て
い
る
の
か
。

二

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
ま
な
い
理
由
の
一
つ
に
送
電
線
へ
接
続
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。
電
力
会
社
は
送
電

線
に
空
き
容
量
が
な
い
と
言
う
も
の
の
、
専
門
家
に
よ
る
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
実
際
に
は
容
量
の
十
か
ら
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
送
電
線
へ
の
接
続
契
約
に
つ
い
て
先
着
順

で
容
量
を
確
保
す
る
「
先
着
優
先
」
の
考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電
力
会
社
が
原
発
を
優
先
し
、
動
い
て
い
な

一



い
原
発
用
に
容
量
を
確
保
し
て
い
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

�

現
在
、
送
電
線
の
有
効
利
用
の
た
め
に
日
本
版
コ
ネ
ク
ト
・
ア
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
一
部
四
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
経
済
産
業
委
員
会
で
世
耕
大
臣
は
、
東
北
の
北
部
エ
リ

ア
で
は
最
大
一
・
六
倍
の
容
量
の
電
源
を
新
た
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
日
本
版
コ
ネ
ク
ト
・

ア
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
の
実
施
状
況
は
如
何
か
。
ま
た
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
新
た
に
ど
の
く
ら
い
の
容
量
を
空
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
か
。

�

現
在
、
原
発
用
に
送
電
線
が
空
け
て
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
総
容
量
は
い
く
ら
で
、
平
均
的
な
出
力
の
原
発
何
基
分
に

相
当
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
容
量
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
使
用
し
た
場
合
、
新
た
に
ど
の
く
ら
い
の
電
力
量
を
接

続
で
き
る
と
見
積
も
ら
れ
る
か
。

�

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
二
〇
三
〇
年
度
の
原
発
比
率
を
二
十
か
ら
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
い

る
が
、
原
発
用
に
空
け
て
あ
る
と
さ
れ
る
送
電
線
の
容
量
は
、
そ
れ
に
比
べ
て
多
過
ぎ
な
い
か
。

�

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
用
に
送
電
線
の
容
量
は
空
け
て
あ
る
の
か
。

�

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
用
に
送
電
線
の
容
量
は
空
け
て
あ
る
の
か
。

二



�

原
発
用
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
送
電
線
を
無
使
用
の
状
態
で
維
持
す
る
こ
と
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
利
用
の

視
点
か
ら
も
適
当
で
は
な
い
と
思
う
が
如
何
か
。
あ
る
一
定
期
間
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
「
先
着
優
先
」
に
よ
る
権
利

を
無
効
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
の
た
め
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
優
先
的
に
送
電
線
に
接
続
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

三

政
府
は
、
現
在
見
直
し
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
案
）
の
中
で
、
「
送
電
線
で
他
国
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
共
有
す
る
こ
と
が
容
易
に
は
で
き
な
い
島
国
で
あ
る
我
が
国
は
、
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
い
う
希
少
資
源
を

開
発
し
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
我
が
国
は
南
北
に
長
く
、
気
象
状
況
が
大
き
く
異
な
る
地
域
を
含
ん

で
い
る
の
で
、
地
域
間
の
連
系
線
を
し
っ
か
り
と
強
化
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
て
い
る
他
国
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
交

換
に
近
い
状
況
が
作
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

�

東
京
電
力
と
中
部
電
力
の
間
に
あ
る
周
波
数
変
換
設
備
に
お
け
る
地
域
間
連
系
線
の
容
量
は
如
何
か
。

�

�
の
連
系
線
の
使
用
状
況
は
如
何
か
。

�

関
東
と
関
西
で
天
気
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
�
の
連
系
線
を
増
強
す
る
こ
と
で
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ

三



ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
拡
大
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
如
何
か
。

�

北
海
道
電
力
と
東
北
電
力
の
間
に
あ
る
地
域
間
連
系
線
の
容
量
は
如
何
か
。

�

�
の
連
系
線
の
増
強
を
図
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
新
た
に
増
強
し
た
場
合
の
容
量
は
如
何
か
。

�

�
の
増
強
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
は
ど
れ
ほ
ど
に
見
込
ま
れ
る
か
。

�

そ
の
他
、
地
域
間
連
系
線
の
増
強
に
関
す
る
現
在
の
計
画
と
政
府
の
考
え
方
に
関
し
て
説
明
さ
れ
た
い
。
特
に
、
二
〇

三
〇
年
度
ま
で
に
新
た
に
整
備
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
用
可
能
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
送
電
線
の
全
空
き
容

量
の
概
算
値
は
ど
の
く
ら
い
か
。

四

以
上
の
二
及
び
三
の
質
問
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

�

コ
ネ
ク
ト
・
ア
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
の
効
果
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
空
け
ら
れ
る
原
発
分
の
送
電
線
容
量
、
そ
し
て
地

域
間
連
系
線
の
増
強
に
よ
る
効
果
な
ど
に
よ
り
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
新
た
な
送
電
線
の
空
き
容
量
が
で

き
る
予
定
か
。

�

�
の
空
き
容
量
分
を
全
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
用
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
は
全
使
用
電
力
量
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
か
。

四



�

二
〇
三
〇
年
度
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
が
電
源
構
成
比
で
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の

分
、
原
発
の
電
源
構
成
比
の
割
合
を
減
ら
す
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

五


